
人
口
減
少
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
は
、
日
本
全
国
ど
こ
も
か
し
こ
も
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
。

だ
か
ら
こ
そ
前
向
き
に
、自
分
た
ち
ら
し
く
、地
域
で
で
き
る
こ
と
を
探
し
た
い
―
―
。

そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
各
地
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
性
を
生
か

し
た
共
存
・
連
携
の
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
、
北
上
市
の
﹁
あ

じ
さ
い
都
市
﹂
構
想
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。　︵
本
誌
二
四
頁
︶

岩
手
県
北
上
市

あ
じ
さ
い
都
市
で

地
域
お
こ
し

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
モ
デ
ル
に

も
な
っ
た
高
知
県
の
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
。第
一
号
の﹁
汗
見
川
地
区
﹂

の
立
ち
上
げ
と
そ
の
仕
組
み
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　︵
本
誌
三
一
頁
︶

高
知
県
本
山
町
汗
見
川
地
区

地
域
の
活
動
拠
点

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

効
率
や
費
用
対
効
果
で
中
山
間
地
域
は
切

り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
？
　
立
地
適

正
化
計
画
に
揺
れ
る
浜
松
市
の
鎮
玉
地
域

か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　︵
本
誌
四
四
頁
︶

静
岡
県
浜
松
市
鎮
玉
地
域

立
地
適
正
化
計
画
の

イ
ン
パ
ク
ト

農
業
振
興
、
環
境
保
全
、
高
齢
者

支
援
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業

を
住
民
主
導
、
地
域
協
働
で
進
め

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
西
神
楽
。

め
ざ
す
は
﹁
偉
大
な
田
舎
﹂
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　︵
本
誌
三
八
頁
︶

北
海
道
旭
川
市
西
神
楽
地
域

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
で

ま
ち
お
こ
し
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茨城県東海村〈東海村おすすめセレクション〉

問答無用の辺野古新基地建設

人口減少に負けないまちづくり

地域を支える人 市原里佳さん＋木村陽香さん・香川県さぬき市

人口減少に負けないまちづくり

「あじさい都市」構想による集住型のまちづくり
―岩手県北上市

集落活動センター「汗見川」小さな拠点で
魅力あるまちづくり―高知県本山町

コンパクトシティと中山間地の不安―浜松市

グラウンドワークで手づくりと協働のまちづくり
―旭川市西神楽地域

人口減少時代の未来を見据えたまちづくり

大衆運動と自治体
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